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広島県の男女共同参画をすすめる会　　　

会　長　　井　上　佐智子

― 被爆70年、戦後70年記念誌 ―
「昭和20年（1945年）の私」の発刊にあたって

　昭和50年（1975年）６月から７月、国連がメキシコシティで開催した国際婦人年世界会議に

おいて、国際婦人年の目標を達成するためにその後10年にわたり各加盟国の国内、国際両面

における行動への指針として「世界行動計画」が採択されました。

　同年秋の第30回国連総会では、この会議で定められた行動計画を承認するとともに、昭和

51年（1976年）から昭和60年（1985年）までを…「国連婦人の10年」とすることを宣言し、その目

標を平等・発展・平和と定めました。

　私たち広島の女性はこれを機に連帯を深め、「広島県の婦人の地位向上と社会参加をすす

める会」（その後「婦人」を「女性」と改め、次に「参加」を「参画」と改め、現在は「地

位向上と社会参画」を「男女共同参画」へと名称を変更しています）を組織し、真の男女平

等社会を実現するため、社会の人々に対して理解と協力を求めていく活動を継続し、発足以

来今年で37年目に入りました。

　平成27年（2015年）は、被爆70年・戦後70年という大きな節目の年に当たることから、私た

ちは県内の女性や会員から昭和20年（1945年）の被爆体験や戦争の記憶を募集し、手記集とし

てまとめることによって戦争の悲惨さと平和への強い思いを次の世代へ伝えたいと考えまし

た。

　そのことが、地域の女性史の発掘と保存活動にも寄与すると考えました。

　

　応募は42名にものぼり、市井の一庶民として戦中戦後の困難な暮らしをいかに乗り越えた

か、極限の生活の中で営まれた日々の様子とその中で交わされた両親や祖父母、兄弟姉妹と

の恩愛の情などが鮮やかによみがえりました。

　この記念誌をお読みいただいて、ご家庭や地域、あるいは職場等で平和について話し合う

機会を持っていただきたいと願うものです。

ごあいさつ
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